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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月27日(2016.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のスイッチ信号に起因して抽選処理を実行し、抽選結果に対応した遊技制御動作を
実行する遊技機であって、
　前記抽選処理を含んだ遊技制御動作を実行する主制御手段は、制御プログラムや固定デ
ータを不揮発的に記憶するＲＯＭと、作業データを揮発的に記憶するＲＡＭと、抽選処理
用の乱数値を生成する乱数生成手段と、システムクロックを受けて動作するＣＰＵと、が
内蔵されたワンチップマイコンを有して構成され、
　前記乱数生成手段は、システムクロック又はその他の外部クロックに基づいて更新動作
を繰り返して数値を更新する数値更新手段と、前記スイッチ信号がＯＮ状態の場合に、数
値更新手段の数値を取得可能な乱数取得手段と、数値更新手段の異常を検出する異常検出
手段と、を有し、
　前記スイッチ信号を受ける信号取得手段のスイッチ信号がＯＮ状態の場合に、前記乱数
取得手段又は数値更新手段から数値を取得するよう構成され、
　前記数値更新手段は、システムクロック又はその他の外部クロックに基づいて生成され
た更新クロックを受けて、０～２ｎ－１の数値範囲で数値を更新する第１回路と、システ
ムクロックに基づいて生成された更新クロックを受けて、０～２ｎ－１の数値範囲内であ
って、予め設定された最大値ＭＡＸを超えない０～ＭＡＸの数値範囲で数値を更新する第
２回路と、を有して構成され、
　前記信号取得手段が受けるスイッチ信号を所定時間毎に繰り返し判定する判定手段と、
前記判定手段がスイッチ信号のＯＮ状態を判定することに基づいて、前記抽選処理を実行
する抽選手段とを、設け、
　前記抽選処理は、第１回路の生成値に基づいて実行される第１処理と、第２回路の生成
値に基づいて実行される第２処理とを含んで構成され、第１処理の結果と、第２処理の結
果とに基づいて特別遊技状態の制御動作が実行されるよう構成され、
　異常検出手段が第１回路の異常を検出すると、その後の更新動作を、システムクロック
に基づいて継続させる継続手段と、を有して構成されている遊技機。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明は、所定のスイッチ信号に起因して抽選処理を実行
し、抽選結果に対応した遊技制御動作を実行する遊技機であって、前記抽選処理を含んだ
遊技制御動作を実行する主制御手段は、制御プログラムや固定データを不揮発的に記憶す
るＲＯＭと、作業データを揮発的に記憶するＲＡＭと、抽選処理用の乱数値を生成する乱
数生成手段と、システムクロックを受けて動作するＣＰＵと、が内蔵されたワンチップマ
イコンを有して構成され、前記乱数生成手段は、システムクロック又はその他の外部クロ
ックに基づいて更新動作を繰り返して数値を更新する数値更新手段と、前記スイッチ信号
がＯＮ状態の場合に、数値更新手段の数値を取得可能な乱数取得手段と、数値更新手段の
異常を検出する異常検出手段と、を有し、前記スイッチ信号を受ける信号取得手段のスイ
ッチ信号がＯＮ状態の場合に、前記乱数取得手段又は数値更新手段から数値を取得するよ
う構成され、前記数値更新手段は、システムクロック又はその他の外部クロックに基づい
て生成された更新クロックを受けて、０～２ｎ－１の数値範囲で数値を更新する第１回路
と、システムクロックに基づいて生成された更新クロックを受けて、０～２ｎ－１の数値
範囲内であって、予め設定された最大値ＭＡＸを超えない０～ＭＡＸの数値範囲で数値を
更新する第２回路と、を有して構成され、前記信号取得手段が受けるスイッチ信号を所定
時間毎に繰り返し判定する判定手段と、前記判定手段がスイッチ信号のＯＮ状態を判定す
ることに基づいて、前記抽選処理を実行する抽選手段とを、設け、前記抽選処理は、第１
回路の生成値に基づいて実行される第１処理と、第２回路の生成値に基づいて実行される
第２処理とを含んで構成され、第１処理の結果と、第２処理の結果とに基づいて特別遊技
状態の制御動作が実行されるよう構成され、異常検出手段が第１回路の異常を検出すると
、その後の更新動作を、システムクロックに基づいて継続させる継続手段と、を有して構
成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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